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東アジアにおける死の顕現化研究の現状と今後の展望 
―日本・中華圏の研究を中心に― 

 
法 卉大阪大学人間科学研究科

釘原 直樹大阪大学人間科学研究科

 
本稿では、存在脅威管理理論に基づく死の顕現化研究、特に、東アジアを対象とした研究について概観を行った。存在脅

威管理理論によると、人は自分の死が顕現化されるような操作を受けると、文化的世界観の価値基準に合致する態度や行動を

取るようになり、自尊感情を高揚させ、死の不安を軽減すると言われている。ただし、非欧米諸国における死の顕現化研究は少

なく、研究結果に一貫性が欠けていることが指摘されている。そこで、本稿では日本や中華圏をはじめ、東アジアにおける研究

文献に基づいて、1.死の顕現化の操作方法、2.文化的世界観と自尊感情の不安緩衝装置としての有効性、3.宗教の緩衝作用
および、4.東アジア各国・地域別の死生観差、について検討を行った。また、概観の結果を踏まえた上で、今後、東アジアにお
ける、死の顕現化研究がどのような視点に基づいてなされるべきかについて展望を述べた。 

 
キーワード：存在脅威管理理論、死の顕現化、文化的世界観、自尊感情、死生観 
 

問題

「死」は誰もが避けられないものである。死に直面す

ると、人はその生存本能ゆえに存在論的恐怖(terror)
を感じる。しかし、この「死」がもたらす恐怖こそが、人

の考えや行動に影響を与えると考えられる。その影響

を明らかにするため、Greenberg, Pyszczynski, & 
Solomon(1986)は存在脅威管理理論(Terror Man-
agement Theory; 以下、TMT と略す)を提唱した。
TMT は個人の動機づけや、および社会・文化的価値

の形成において、「死」が持つ重要性を示している。 
不安緩衝装置による死の恐怖の軽減

人間はほかの動物と同様、死の脅威を感じると本能

的に身を守り、身に迫る危険の回避を試みる。ただし、

人は動物と異なり、高度な知能を持つゆえに、一時的

危険だけではなく、自分にいつか必ずやってくる「死」

の存在を意識する。この意識に潜む「死の恐怖」と対抗

するため、人は知能を駆使し、共通の信念と価値体系

を作り出したと言われている。TMT においては、この

個人や世代を超えて存在し続ける信念体系を文化的

世界観(culture worldview)と定義されている(法・釘
原, 2017)。文化的世界観は生きる意義や目的を与え
るものである。また、それは価値基準としても機能し、

人はこの基準に基づいて日常生活での行為を評価す

るのである(Pyszczynski, Solomon, & Greenberg, 
2015)。さらに、文化的世界観の価値基準を満たす者
は、「直接的不死(literal immortality)」と「象徴的不
死(symbolic immortality)」の達成が期待できるとさ
れる(脇本, 2005)。「直接的不死」とは、死後にも物理
的に存在し続けることを指している。往生や輪廻転生

など、さまざまな形で死後の世界の存在を想定してい

る宗教は、人々に「直接的不死」を約束する典型的な

例である。一方、「象徴的不死」とは、自分の象徴物の

存続を指している。この種の象徴物として、金銭や絵、

作品といった有形物のほか、記憶や歴史、思想などの

無形物も挙げられる (Solomon, Greenberg, & 
Pyszczynski, 1997)。これらの象徴物を後世に残すこ
とにより、人は自分がいなくなった後にも、社会に影響

を与え続けることを感じることができる。 
上述のように、人が「不死」を実現するためには、当

該の文化的世界観に忠実に従うことが要求される。文

化的世界観の価値基準を満たすことにより、人は他人

から高く評価されることを期待し、自分が「意味ある世

界における有能な構成員である」という、自尊感情

(self-esteem)を獲得することができる(Pyszczynski et 
al., 2015)。こうすることで、人は自分の存在を肯定的
に捉え、「死」がもたらす恐怖を緩和すると考えられる。 
このように、TMT では、文化的世界観と自尊感情が、

存在論的恐怖を抑制する「不安緩衝装置」として働くこ

とを仮定している(Solomon et al., 1997)。ただし、国
や文化の違いによって、価値観は多様であり、物事を

判断する基準も異なるため、人は自分の存在意義と価

値を客観的に判断することは非常に難しい。そのため、

死の脅威が高まると、人は自分と同じ文化的世界観を

持つ内集団成員に、存在価値と意義の確認を求める

傾向が強くなるとされている (Pyszczynski et al., 
2015)。 
以上を踏まえ、死の顕現化仮説(mortality salience 

hypothesis)が提唱されている。この仮説によれば、死
の脅威が高まると、不安緩衝装置への欲求が強まると

同時に、不安緩衝装置の防衛動機も触発されることが
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We attempt to review previous efforts and psychological research on scams in Japan and to compare them to 

those in the U.S. Scams have been a big social problem since the early 2000s, but not many effective solutions have 
been discovered. It is essential to consider the psychological mechanism of the deception when we take measures to 
counter scams, in addition to the development of legal systems and forewarning activities. However, there is not 
adequate psychological research on scams, although there are some studies targeted for elderly people, who are 
thought to be vulnerable to scams. Furthermore, there is little opportunity to obtain real data on scams in Japan. 
In the U.S., however, extensive research has been conducted wherein researchers collaborate with organizations 
such as law enforcement agencies or NPOs; additionally, the Financial Fraud Research Center has been estab-
lished for fighting scams. Therefore, following three approaches should be effective in Japan: (1) encourage 
large-scale research collaborating with law enforcement agencies, non-profit organizations, or private companies, 
(2) introduce scientific verifications of current measures against scams, (3) consider the decline in the cognitive 
functions of elderly people when conducting research. We strongly expect an increase in research and scam coun-
termeasures if these approaches are adopted  
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想定されている(Pyszczynski et al., 2015)。つまり、死
の脅威が高まると、人は当該の文化的世界観に合致し

た行動を積極的に行うことが確認されている。例えば、

人は死が顕現化されると、寄付のような利他的行動を

する傾向が強くなる(e.g. Hirschberger, Ein-Dor, & 
Almakias, 2008; Jonas, Greenberg, & Pyszcynski, 
2002)。この例では、寄付行動を通して、人は周りから
高く評価され、自尊感情と親和欲求を満たすことができ

る。一方で、死の顕現化が異なる文化的世界観を持つ

者に対する偏見や攻撃行動に繋がることも示されてい

る (e.g. Castano, Yzerbyt, Paladino, & Sacchi, 
2002; 向井, 2003; 沼崎, 2010)。 
文化的要因が死の顕現化効果に与える影響 

Pyszczynski et al.(2015)によると、TMTは今まで
25 ヵ国で検討され、死の顕現化効果が文化を超えて
存在していることが示されている。ただし、その研究の

多くは欧米で行なわれており、それ以外の地域におけ

る研究は少ない。その数少ない研究を概観して、

Martin & van den Bos(2014)は非欧米諸国におい
て、死の顕現化の効果に一貫性が欠けていることを指

摘している。さらに、Yen & Cheng(2010)が台湾で行
った研究では、死の顕現化の効果はまったくみられな

かったと報告している。これらのことから、Pyszczynski 
et al.(2015)は非欧米諸国において、死の顕現化効果
および死の顕現化仮説の妥当性について、さらなる検

討が必要であることを指摘している 。 また 、

Pyszczynski et al.(2015)は文化的要因が死の顕現化
研究に与える影響の可能性に関して、以下のように述

べている。 
まず、文化的世界観の違いにより、死の恐怖に対処

する方略、つまり不安緩衝装置の働きに違いが生じる

可能性が考えられる。例えば、Kashima, Halloran, 
Yuki, & Kashima(2004)が国際比較研究を行った結
果、日本人参加者は死の顕現化によって個人主義的

な行動に対する評価が下がる一方、オーストラリア人

参加者ではその行動に対する評価が上がることが明ら

かになっている。また、TMT では一般に、人が死の恐
怖を感じると、自分の存在価値を確認するため、自尊

感情を高揚させることが予測されている。しかし、日本

では「謙遜は美徳」という諺がみられるように、他者との

良好な関係を構築することが重視されているため、自

分より他人の価値を高く評価する傾向がある。したがっ

て、日本人参加者は死の顕現化後、自己卑下や自尊

感情の低下が起こることが報告されている(脇本, 2005)。
このように、死の顕現化後、人は各自が持つ文化的世

界観に沿って行動することから、死に対して恐怖を感じ

ることは共通でありながら、その恐怖への対処法は文

化の価値基準によって異なってくることが考えられる。 
次に、Pyszczynski et al.(2015)は、宗教・死生観の

影響により、死に対する不安を低く感じる文化が存在

する可能性を指摘している。例えば、Yen & 
Cheng(2010)は、仏教の影響を受け、多くの東洋人は
生と死が対立的なものではなく、共存しているものと受

け取っているため、死に対する不安を低く感じる可能

性があると主張している。そのため、西洋に比べ、東ア

ジアにおける死の顕現化効果は低いことが考えられる。

また、Pyszczynski et al.(2015)の研究では、45分間
座禅をした韓国人参加者はその後に行われた実験で、

韓国を批判する人に対してより寛容な態度を示したこと

が明らかになっている。このことから、宗教意識と行動

はある程度死の恐怖を抑制し、死の顕現化効果を低下

させる傾向があると考えられる。 
以上、Pyszczynski et al.(2015)の主張を踏まえれ

ば、文化的要因が「死」の恐怖を抑制する不安緩衝装

置の働きとその有効性に影響を及ぼしていることが考

えられる。そのため、東アジアにおける死の顕現化研

究を整理することにより、TMT における普遍性と特殊

性に関して新たな知見を加えることが可能であろう。 
さらに、Kashima et al.(2004)は、死の顕現化操作

の方法とその有効性が、文化によって異なる可能性が

あると主張している。従来の研究では、死の顕現化を

操作するため、参加者に大切な他者の死を考えさせる

ことや、流血描写のあるビデオを見せることなど、多く

の方法を試みてきた(Greenberg, Pyszcynski, Solo-
mon, Simon, & Breus, 1994)。その中で、最も有効
的であるとされているのは、自分自身の死、つまり、個

人的死を想起させる方法である。しかし、Kashima et 
al.(2004)は、欧米に比べ集団的アイデンティティーを
重視し、集団主義的な文化背景を持つ東アジアの国

では、個人的死よりも集団的死について想起させるほ

うが、死の顕現化効果が顕著である可能性があると述

べている。その可能性を検証するため、死の顕現化を

操作する方法について、東アジアの研究を含めた過

去の研究を概観することは意義があると考える。 
 

目的

以上を踏まえて、本稿では日本・中華圏(本稿におい
て、中国大陸・香港・マカオ・台湾を中華圏と定義する)
を中心に、東アジアにおける死の顕現化研究につい

て、以下の3点から概観を行う。第1に、死の顕現化の
操作方法を確認する。第 2 に、東アジアにおける死の
顕現化効果を確認する。また、これを踏まえて、文化的

世界観と自尊感情は有効的な不安緩衝装置として、

「死」がもたらす恐怖を抑制することができたのかにつ
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いて検討する。第 3 に、研究論文の中で、東アジアの
各国(地域)における宗教・死生観について言及する部
分を概観し、それぞれの共通点と相違点を見出すこと

を試みる。 
以上の概観を行った上で、今後、日本・中華圏をはじ

めとする東アジアにおける死の顕現化研究がどのよう

な視点に基づいてなされるべきかについて展望を試

みる。

方法

日本・中華圏を中心に、東アジアにおける死の顕現

化研究を概観するために、本稿では Google社が提供
する検索データベース 1)(Google Scholar)、日本の学
術論文データベース 2)(CiNii Articles)および中国の
学術論文データベース 3)(Cnki中国知網)を使用し、先
行研究を以下のような制約を設けた上で、先行研究の

検索を実施した。 
まず、本稿において、研究論文の発行年を 2007 年
から 2017年までに設定して検索を行った。また、可能
な限り研究論文のみを検索の対象とするために、本稿

では英語・日本語・中国語の学術雑誌に掲載された査

読付き研究論文のみを検索の対象にした。なお、検索

に際して使用したキーワードは“死の顕現化” or “存
在脅威管理理論”and“日本”or“中国”or“香港”or“マ
カオ”or“台湾”or“東アジア”とした 4)。 
上述の方法によって得られた研究論文の内容につ 
いてそれぞれ確認を行った。まず、抄録(supplement)
や要約(abstract)のみの検索結果については検索件
数から除外した。次に研究論文の内容について確認を

行い、明らかに死の顕現化研究と関連していないもの

について、検索結果から除外した。最後に、各検索結

果に研究論文の重複がみられないか確認を行った。

重複がみられた場合、研究論文の総件数を求めるとき

に重複を除いた件数を表示した。以上の方法によって

得られた各国・地域の研究論文の件数をTable1にまと
めた。なお、本稿における研究論文の検索件数は

2017年12月における件数であった。 
 

Table 1 本稿における研究論文の件数 

中国大陸 香港 台湾
英語 3 8 5 2

日本語 9 - - -

中国語 - 15 - -

合計 12 23 5 2

日本
中華圏国・地域

言語

 
 
 

結果

検索方法にしたがって研究論文を確認した結果、合

計 42件の研究論文が検索された。各概念別の研究件
数はTable2に示した通りである。この検索結果より、概
観を行った。 
死の顕現化の操作方法に関する検討

死の顕現化の操作を行った実証研究の概観より、具

体的な方法とその効果について分析することができ、

結果は以下2点に集約された。 
第 1に、死の脅威を高める方法として、質問紙法と自
由記述法が最も用いられていることが示された。質問

紙法とは、参加者に死に関する質問紙(例：「死んだ後
今までの自分がどうなるのか不安だ」、「死ぬことを考

えて悩んだりはしない」)に回答させることによって死を
想起させる方法である(脇本, 2009)。日本ではこの方
法が主流となり、8 件の実証研究のうち、7 件が質問紙
法を使って死の顕現化操作を行っていた。一方、自由

記述法とは、死の顕現化研究の中で最も使用されてい

る方法であり、参加者に自分が死ぬ時の精神的・身体

的状態について記述させことによって死を想起させる

方法である 5)。中華圏では自由記述法が主流となり、

17件の実証研究のうち、11件はこの方法を用いたもの
であった。また、質問紙法と自由記述法以外にも、ビデ

オ映像による操作方法もみられている。具体的には、

交通事故の映像(Xie & Yan, 2016)や地震を題材とし
た映画の一場面(Weng, Zhang, & Song, 2010, 
2014)を参加者に見せることは有効的な死の顕現化操
作として報告されている。ただし、映像の長さに関して

は統一的基準が示されていない。そのほか、死に関連

する単語完成課題によるプライミング法(Zhou, Liu, 
Chen, & Yu, 2008)と閾下プライミング法(Yen & 
Cheng, 2010)による操作も挙げられる。以上を踏まえ
て、東アジアにおいても、欧米と同様に個人的死につ

いて想起させるという操作方法が主流であることが言え

るだろう。一方で、震災場面の提示のような集団的死を

想起させる操作方法もみられた。ただし、死の顕現化

効果を個人と集団の死の顕現化操作の観点から比較

した研究がなかったため、東アジアにおいてどちらの

操作がより効果的であるのかを検討することはできな

い。この点を明らかにするため、今後さらなる研究が必

要であると考えられる。 
第 2 に、実際に起こった震災などの事件が死の脅威
を高め、死の顕現化効果を引き出す可能性が示唆さ

れた。Landau et al.(2004)によると、テロや震災など
の発生直後には、死の思考が活性化され、個人の態

度や行動に影響を及ぼすと主張している。本稿におけ

る概観の結果により、その主張を概ね支持する結果が

 2 

想定されている(Pyszczynski et al., 2015)。つまり、死
の脅威が高まると、人は当該の文化的世界観に合致し

た行動を積極的に行うことが確認されている。例えば、

人は死が顕現化されると、寄付のような利他的行動を

する傾向が強くなる(e.g. Hirschberger, Ein-Dor, & 
Almakias, 2008; Jonas, Greenberg, & Pyszcynski, 
2002)。この例では、寄付行動を通して、人は周りから
高く評価され、自尊感情と親和欲求を満たすことができ

る。一方で、死の顕現化が異なる文化的世界観を持つ

者に対する偏見や攻撃行動に繋がることも示されてい

る (e.g. Castano, Yzerbyt, Paladino, & Sacchi, 
2002; 向井, 2003; 沼崎, 2010)。 
文化的要因が死の顕現化効果に与える影響 

Pyszczynski et al.(2015)によると、TMTは今まで
25 ヵ国で検討され、死の顕現化効果が文化を超えて
存在していることが示されている。ただし、その研究の

多くは欧米で行なわれており、それ以外の地域におけ

る研究は少ない。その数少ない研究を概観して、

Martin & van den Bos(2014)は非欧米諸国におい
て、死の顕現化の効果に一貫性が欠けていることを指

摘している。さらに、Yen & Cheng(2010)が台湾で行
った研究では、死の顕現化の効果はまったくみられな

かったと報告している。これらのことから、Pyszczynski 
et al.(2015)は非欧米諸国において、死の顕現化効果
および死の顕現化仮説の妥当性について、さらなる検

討が必要であることを指摘している 。 また 、

Pyszczynski et al.(2015)は文化的要因が死の顕現化
研究に与える影響の可能性に関して、以下のように述

べている。 
まず、文化的世界観の違いにより、死の恐怖に対処

する方略、つまり不安緩衝装置の働きに違いが生じる

可能性が考えられる。例えば、Kashima, Halloran, 
Yuki, & Kashima(2004)が国際比較研究を行った結
果、日本人参加者は死の顕現化によって個人主義的

な行動に対する評価が下がる一方、オーストラリア人

参加者ではその行動に対する評価が上がることが明ら

かになっている。また、TMT では一般に、人が死の恐
怖を感じると、自分の存在価値を確認するため、自尊

感情を高揚させることが予測されている。しかし、日本

では「謙遜は美徳」という諺がみられるように、他者との

良好な関係を構築することが重視されているため、自

分より他人の価値を高く評価する傾向がある。したがっ

て、日本人参加者は死の顕現化後、自己卑下や自尊

感情の低下が起こることが報告されている(脇本, 2005)。
このように、死の顕現化後、人は各自が持つ文化的世

界観に沿って行動することから、死に対して恐怖を感じ

ることは共通でありながら、その恐怖への対処法は文

化の価値基準によって異なってくることが考えられる。 
次に、Pyszczynski et al.(2015)は、宗教・死生観の

影響により、死に対する不安を低く感じる文化が存在

する可能性を指摘している。例えば、Yen & 
Cheng(2010)は、仏教の影響を受け、多くの東洋人は
生と死が対立的なものではなく、共存しているものと受

け取っているため、死に対する不安を低く感じる可能

性があると主張している。そのため、西洋に比べ、東ア

ジアにおける死の顕現化効果は低いことが考えられる。

また、Pyszczynski et al.(2015)の研究では、45分間
座禅をした韓国人参加者はその後に行われた実験で、

韓国を批判する人に対してより寛容な態度を示したこと

が明らかになっている。このことから、宗教意識と行動

はある程度死の恐怖を抑制し、死の顕現化効果を低下

させる傾向があると考えられる。 
以上、Pyszczynski et al.(2015)の主張を踏まえれ

ば、文化的要因が「死」の恐怖を抑制する不安緩衝装

置の働きとその有効性に影響を及ぼしていることが考

えられる。そのため、東アジアにおける死の顕現化研

究を整理することにより、TMT における普遍性と特殊

性に関して新たな知見を加えることが可能であろう。 
さらに、Kashima et al.(2004)は、死の顕現化操作

の方法とその有効性が、文化によって異なる可能性が

あると主張している。従来の研究では、死の顕現化を

操作するため、参加者に大切な他者の死を考えさせる

ことや、流血描写のあるビデオを見せることなど、多く

の方法を試みてきた(Greenberg, Pyszcynski, Solo-
mon, Simon, & Breus, 1994)。その中で、最も有効
的であるとされているのは、自分自身の死、つまり、個

人的死を想起させる方法である。しかし、Kashima et 
al.(2004)は、欧米に比べ集団的アイデンティティーを
重視し、集団主義的な文化背景を持つ東アジアの国

では、個人的死よりも集団的死について想起させるほ

うが、死の顕現化効果が顕著である可能性があると述

べている。その可能性を検証するため、死の顕現化を

操作する方法について、東アジアの研究を含めた過

去の研究を概観することは意義があると考える。 
 

目的

以上を踏まえて、本稿では日本・中華圏(本稿におい
て、中国大陸・香港・マカオ・台湾を中華圏と定義する)
を中心に、東アジアにおける死の顕現化研究につい

て、以下の3点から概観を行う。第1に、死の顕現化の
操作方法を確認する。第 2 に、東アジアにおける死の
顕現化効果を確認する。また、これを踏まえて、文化的

世界観と自尊感情は有効的な不安緩衝装置として、

「死」がもたらす恐怖を抑制することができたのかにつ

－ 190－ － 191－
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Table 2 本稿における研究論文の詳細(件数) 
合計

死の顕現化操作あり 死の顕現化操作なし* TMTを中心に 宗教・死生観を中心に
日本
中華圏
*死の顕現化操作なしの実証研究は、死の不安に影響を与える要因を検討する調査となっている。

実証研究 文献レビュー

 
 
得られた。2008 年 5 月に発生した中国四川大地震の
一ヶ月後に行われた調査の結果、被災地住民は非被

災地住民に比べ、利他性が高まり、独裁者ゲームにお

いて他者により多くの資源を分配したことがみられてい

る(Rao et al., 2011)。また、東日本大震災(橋本, 2012)
から一ヶ月後に行った調査の結果、震災経験によって

参加者は日本人らしさへのステレオタイプ得点が震災

前に比べ高まったことが明らかになっている。これらの

ことより、事故や災害などの事件の直後、人は自身の

経験やメディアの報道によって、死の顕現化状態に晒

され、文化的世界観にしたがって行動する傾向が高ま

ることが言える。よって、今後は現実場面への応用を考

えながら、死の顕現化研究を進めることが必要であろ

う。 
死の顕現化効果および不安緩衝装置の有効

性に関する検討

東アジアにおける死の顕現化に関する実証研究を概

観することにより、死の顕現化効果、および不安緩衝

装置が死の恐怖を抑制するための具体的な働きつい

て、検討を行った。Pyszczynski et al.(2015)は、死の
顕現化効果は文化を超えて普遍的に存在するもので

あり、東アジアにおいても確認されていると主張してい

る。本稿における研究論文を概観することにより、その

主張を概ね支持するような結果が得られた。死の顕現

化後、人は当該の文化的世界観を防衛するような態度

と行動をとる傾向が多く確認された。しかし、2 つの例
外が報告されている。まず、Yen & Cheng(2010)は台
湾人参加者が死の顕現化操作を受けても、内集団を

批判する者に対する攻撃傾向の高まりがまったく示さ

れないことを報告している。また、Xiao, He, & 
Zhu(2017)が中国人を対象として行った研究では、文
化的世界観において高く評価される利他的行動(寄
付・臓器提供)は死の顕現化操作によって促進されな
かったという結果が得られている。これらの研究におい

て、死の顕現化効果がみられなかった理由として、東

アジアにおける宗教・死生観の影響が挙げられている。

この点については後で詳しく述べる。 
次に、死がもたらす恐怖を抑制するため不安緩衝装

置の働きについて検討を行った。死の顕現化仮説によ

れば、死の脅威が高まると、人は文化的世界観の価値

基準に従って行動する傾向が強まり、自尊感情、およ

び他者との親和欲求が高まることが予測されている

(Pyszczynski et al. 2015)。よって、以下ではその3つ
の面から分析を行った。 
文化的世界観への防衛行動 TMT によると、人は

死の顕現化操作を受けることによって生きることに意味

を得ようとするため、当該の文化的世界観を支持し、そ

の価値基準に合致した行動を積極的に行うことが予測

されている。本稿においては、その予測を支持するよう

な結果が得られた。結果は以下の 2点である。 
第1に、TMTの予測通り、文化的世界観への防衛行
動は、死の顕現化操作によって生起させられる。Tam, 
Chiu, & Lau(2007) の研究では、香港人参加者は死
の顕現化操作を受けることにより、深セン(中国大陸)の
住民よりも香港・マカオの住民に多くの就職機会を分

配し、内集団ひいきが起こるという結果が明らかになっ

ている。一方で、死の顕現化は人が各文化における独

特性のある価値基準に対して、支持的な態度をより強

く示す傾向もみられている。例えば、死の顕現化は「男

は仕事、女は家庭」のような日本における伝統的性役

割への支持を促進し、性別による偏見に結びつくこと

が示された(野寺・唐沢・沼崎・高林, 2007; 沼崎, 
2010)。Du & Jonas(2015, Study1)の研究では、「謙
遜は社会規範である」とプライミングされた参加者は死

の顕現化後、自己評価の低下がみられた。これはプラ

イミングの規範に従ったためであると考えられる。また、

Yen(2013)の研究によると、参加者は死の顕現化後、
宿命論(fatalism)やカルマといった東アジア独特な死
生観に対する信念が強まったことも報告されている。 
第 2 に、不安緩衝装置の働き方は個人特性によって
異なることが示唆されている。例えば、見た目を重視す

る参加者において、死の顕現化操作を受けると、社会

が求める美意識に近づこうとするため、整形手術を受

けることに対してより肯定的な態度を示すことがみられ

ている(Tam, 2013)。また、物質主義傾向の強い参加
者において、死の顕現化後、物欲を追求する傾向が

高まるという結果が得られている(Weng et al., 2010)。
これらのことから、個人が持つ内的信念は死の恐怖に

対処する資源となり、不安緩衝装置の働き方に影響を

与えることが考えられる。 

－ 192－
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自尊感情の高揚 死の脅威が高まると、人は自尊感

情を高めることによって、自分の存在価値を確認し、死

の不安を緩和することが言われている(Pyszczynski et 
al. 2015)。また、TMTにおいて、自尊感情は「文化的
世界観がその緩衝効果を発揮する主要なメカニズム」

という位置付けがされている (e.g. Greenberg, Solo-
mon, & Pyszczynski, 1997; 脇本, 2005)。欧米で行
われた研究では、自尊感情の高い者に比べ、自尊感

情の低い者は死の顕現化後、より強い防衛反応を生じ、

自己高揚をすることによって不安を軽減することが明ら

かになっている(e.g. Harmon et al., 1997)。 
しかしその一方、東アジアの先行研究において、自

尊感情に関する死の顕現化仮説が十分に検討されて

いないため、脇本(2005)は自尊感情が効果的な不安
緩衝装置として働くことについて、疑問を呈している。

具体的に以下の 2点が挙げられる。第1に、自己高揚
は、自分の有能さを示すという欧米の文化的世界観の

基準に適合した行動であると考えられる。そのため、死

を考えた後に自己高揚が観測されたとしても、それは

自尊感情を満たすための行動であるとは断定できない。

小林・清田・北村(2014)の実験では、この見解を支持
するような結果が得られた。死の顕現化後、参加者に

おいて自尊感情を高めることは確認されなかった。一

方、参加者は他者とより積極的に交流することにより、

親和欲求を満たすことで死の不安を緩和したことが示

されている。第 2 に、東アジアにおいては、自己高揚
は自尊感情を獲得する方略として、効果的ではない可

能性がある。例えば、日本をはじめ東アジア各国にお

いては、調和的対人関係が重視されているため、自己

卑下を示したり、他者を自己より肯定的に評価したりす

ることによって、自尊感情の獲得を試みていると考えら

れる。 
以上、本稿では自尊感情を扱う研究文献を検討した

が、その数が少ないため、自尊感情の不安緩衝効果

に関する普遍性のある結果が得られたとは言えない。 
他者との親和欲求 最近の TMT研究においては、

死がもたらす恐怖を緩衝する機能をもつものとして、他

者との関係が挙げられてきた(e.g. 小林他, 2014; 
Pyszczynski et al. 2015)。これまでの研究では、人は
恋人や親友、内集団成員に対するコミットメントを高め

ることにより、集団への所属感が高まり、死がもたらす

不安を緩和することができるとが明らかになっている

(e.g. Florian, Mikulincer, & Hirschberger, 2002; 
Wakimoto, 2006)。本稿における研究文献を概観した
結果は、先行研究と一致するものであり、他者との親和

欲求を満たすことは死の不安を緩和する効果を持つこ

とが再確認された。 

小林他(2014)の研究では、死の顕現化後、初対面の
異性に対しても交流の積極性が高まることが明らかに

なった。また、脇本(2009)の研究では、死の顕現化操
作により自己卑下的帰属が強まると、親友からの支援

的な帰属期待も強まることが示された。 
さらに、死の脅威が高まると、人は社会や国といった

集団への所属感を求める傾向も高まることが、Liu, 
Wang, & He(2014)の中国人大学生を対象とした実験
によって明らかにされている。近年、中国は物質主義

の影響を受け、海外製の商品に高い価値があるという

考えがあるにもかかわらず、死の顕現化操作を受けた

参加者は海外製の商品よりも、国産商品を好む傾向が

みられている(Study1)。しかし、その傾向は、選考を行
う前に、参加者に親しい他者との関係性について想起

させることによってみられなくなることが明らかになって

いる(Study2)。Liu et al.(2014)はこれらの結果に関し
て、参加者は死の顕現化後、高まった親和欲求を満た

すため、集団への所属感を求め、国産商品を選択した

と述べている。 
宗教の緩衝作用および東アジア各国・地域別

の死生観差に関する検討

人は死後の不確実性を感じ、死に対する恐怖が高ま

る。そこで、宗教と死生観は「死後の世界」のあり方を

想定することによって、人に「不死」の実現可能性を提

供ことが考えられる。このように、宗教と死生観の存在

は死の恐怖の抑制に大きな影響を及ぼしていると考え

られるが、死の顕現化研究における検討はまだ少ない。

本稿では、東アジアにおける研究文献を概観すること

により、宗教と死生観に着目して整理を行った。 
宗教の緩衝作用について TMT の枠組みにおい

て、宗教は、死の恐怖に対する緩衝として捉えられて

いる。なぜならば、宗教は生きることに意味を与え、道

徳的な規範を通じて秩序のある世界を成立させること

で、「象徴的不死」の実現可能性を提供するのみなら

ず、天国や来世に関する教えにより不死まで約束する

ためである (Muslin, 2010)。 
しかし、これまでの実証研究において、宗教が死の

不安を和らげる効果に関して、一貫性のある結果は得

られなかった(Muslin, 2009)。すなわち、死に対する
不安が宗教信仰を持つことによって、軽減されることは

確認できていない。その理由として、信仰の内容により、

宗教は死の不安を煽る可能性もあることが挙げられる

(例えば : 地獄や怨霊の存在など ) 。 また 、
Muslin(2010)は、死の不安においても、死にゆく過程
に対する不安や、死そのものへの不安といったさまざ

まな側面が存在することを指摘している。これらのこと

によって、宗教は具体的にどのようなプロセスを経て、
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得られた。2008 年 5 月に発生した中国四川大地震の
一ヶ月後に行われた調査の結果、被災地住民は非被

災地住民に比べ、利他性が高まり、独裁者ゲームにお

いて他者により多くの資源を分配したことがみられてい

る(Rao et al., 2011)。また、東日本大震災(橋本, 2012)
から一ヶ月後に行った調査の結果、震災経験によって

参加者は日本人らしさへのステレオタイプ得点が震災

前に比べ高まったことが明らかになっている。これらの

ことより、事故や災害などの事件の直後、人は自身の

経験やメディアの報道によって、死の顕現化状態に晒

され、文化的世界観にしたがって行動する傾向が高ま

ることが言える。よって、今後は現実場面への応用を考

えながら、死の顕現化研究を進めることが必要であろ

う。 
死の顕現化効果および不安緩衝装置の有効

性に関する検討

東アジアにおける死の顕現化に関する実証研究を概

観することにより、死の顕現化効果、および不安緩衝

装置が死の恐怖を抑制するための具体的な働きつい

て、検討を行った。Pyszczynski et al.(2015)は、死の
顕現化効果は文化を超えて普遍的に存在するもので

あり、東アジアにおいても確認されていると主張してい

る。本稿における研究論文を概観することにより、その

主張を概ね支持するような結果が得られた。死の顕現

化後、人は当該の文化的世界観を防衛するような態度

と行動をとる傾向が多く確認された。しかし、2 つの例
外が報告されている。まず、Yen & Cheng(2010)は台
湾人参加者が死の顕現化操作を受けても、内集団を

批判する者に対する攻撃傾向の高まりがまったく示さ

れないことを報告している。また、Xiao, He, & 
Zhu(2017)が中国人を対象として行った研究では、文
化的世界観において高く評価される利他的行動(寄
付・臓器提供)は死の顕現化操作によって促進されな
かったという結果が得られている。これらの研究におい

て、死の顕現化効果がみられなかった理由として、東

アジアにおける宗教・死生観の影響が挙げられている。

この点については後で詳しく述べる。 
次に、死がもたらす恐怖を抑制するため不安緩衝装

置の働きについて検討を行った。死の顕現化仮説によ

れば、死の脅威が高まると、人は文化的世界観の価値

基準に従って行動する傾向が強まり、自尊感情、およ

び他者との親和欲求が高まることが予測されている

(Pyszczynski et al. 2015)。よって、以下ではその3つ
の面から分析を行った。 
文化的世界観への防衛行動 TMT によると、人は

死の顕現化操作を受けることによって生きることに意味

を得ようとするため、当該の文化的世界観を支持し、そ

の価値基準に合致した行動を積極的に行うことが予測

されている。本稿においては、その予測を支持するよう

な結果が得られた。結果は以下の 2点である。 
第1に、TMTの予測通り、文化的世界観への防衛行
動は、死の顕現化操作によって生起させられる。Tam, 
Chiu, & Lau(2007) の研究では、香港人参加者は死
の顕現化操作を受けることにより、深セン(中国大陸)の
住民よりも香港・マカオの住民に多くの就職機会を分

配し、内集団ひいきが起こるという結果が明らかになっ

ている。一方で、死の顕現化は人が各文化における独

特性のある価値基準に対して、支持的な態度をより強

く示す傾向もみられている。例えば、死の顕現化は「男

は仕事、女は家庭」のような日本における伝統的性役

割への支持を促進し、性別による偏見に結びつくこと

が示された(野寺・唐沢・沼崎・高林, 2007; 沼崎, 
2010)。Du & Jonas(2015, Study1)の研究では、「謙
遜は社会規範である」とプライミングされた参加者は死

の顕現化後、自己評価の低下がみられた。これはプラ

イミングの規範に従ったためであると考えられる。また、

Yen(2013)の研究によると、参加者は死の顕現化後、
宿命論(fatalism)やカルマといった東アジア独特な死
生観に対する信念が強まったことも報告されている。 
第 2 に、不安緩衝装置の働き方は個人特性によって
異なることが示唆されている。例えば、見た目を重視す

る参加者において、死の顕現化操作を受けると、社会

が求める美意識に近づこうとするため、整形手術を受

けることに対してより肯定的な態度を示すことがみられ

ている(Tam, 2013)。また、物質主義傾向の強い参加
者において、死の顕現化後、物欲を追求する傾向が

高まるという結果が得られている(Weng et al., 2010)。
これらのことから、個人が持つ内的信念は死の恐怖に

対処する資源となり、不安緩衝装置の働き方に影響を

与えることが考えられる。 
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死の不安を緩衝しているのかについて、今後の研究に

おいて、より具体性を持って検討する必要があると考

えられる。 
東アジアのおける死生観の共通点と相違点につい

て 死生観とは、生と死に対する考え方であり、生き方

や死に方についての考え方や価値と定義されている

(石田・石田・神田, 2007)。また、死生観は日常生活に
おけるさまざまな経験や、文化的背景によって規定さ

れている(富塚・藤, 2017)。したがって、文化や生活環
境は個人の死生観の構築に大きな影響を与えることが

考えられる。本稿では研究文献を概観することにより、

東アジア各国・地域における死生観の共通点と相違点

について検討を行った。 
まず、共通点として以下の 2点が挙げられる。第1に、
東アジアにおいて、「死」は終点(terminal point)では
なく、過渡期(transition)であるという認識を持つことが
挙げられる(Kawano, 2010)。西洋においては、「死」と
「生」は一直線上にあるという考え方がある。つまり、人

の死後に、霊魂は天国か地獄を生きることが想定され

ている。それに対して、東アジアにおいては仏教の影

響を受け、「輪廻」思想に近い死生観が見られている。

すなわち、人は死してあの世に行っても、違う形に変

わり、またこの世に戻ることが想定されている (e.g. 
Leng & Salzman, 2016; Weng et al., 2010)。第 2に、
集団主義的文化背景を持つ特徴として、「生きる」ことよ

りも道徳的価値の実現のほうが重要であることが挙げら

れている(Weng et al., 2010)。儒教の経典である『論
語』の中に「殺身成仁」という言葉がある。それは「身を

殺して仁をなす」ということを意味している。その影響を

受け、日本の武士道においても、自分の職責を果たす

ために常に「捨身」の覚悟をすることが重要視されてい

るのである。このように、西洋に比べ、東アジアでは道

徳や集団といった抽象的で、個人を超越した存在のた

めに命を犠牲する行為に対して、非常に高い評価をす

ることが考えられる。これらの共通点により、東アジアは

西洋に比べ、死をより受け入れる姿勢を示していること

が言えるだろう。また、Christine & Blascovich(2012)
の研究では、東洋人は西洋人に比べ、自分の死と向き

合うというより積極的な態度を示したことが明らかにな

っている。このように、宗教観と文化の影響によって、

東アジアにおいて死の不安を感じる程度はより低い可

能性が示唆されている。 
次に、東アジア各国・地域における死生観の相違点

について議論する。日本においては、普段の生活の

中でも死を意識しやすい、独特な環境であることが挙

げられる(富塚・藤, 2017)。丸山(2000)の調査によれば、
日本人の7割以上が、墓参りに出かけることを習慣にし

ていることが明らかになっている。また、富塚・藤

(2017)は日本においては、普段から仏壇や墓前に手
を合わせることにより、死という概念に日常的に触れ合

っている可能性があると指摘している。こうした習慣や

経験が日本人の死生観に影響を及ぼしており、死と向

き合うという積極的な態度形成を促進することが考えら

れる。一方で、中華圏においては、死は非日常的なも

のとみられ、死について議論することは不幸を招くとい

う信念(Chinese death belief)を有している人も数多く
存在する。Wong(2012)が香港において行った調査で
は、死の不安は、迷信 (superstitions)と Chinese 
death belief を信じる程度に正の相関がみられている
ことを報告している。つまり、中華圏においては、死を

不吉なものだと見なし、死に対して回避的な態度を示

す傾向が高いことが考えられる。また、台湾において

は、「世の中の出来事は全て、あらかじめそうなるように

定められていて、人間の努力ではそれを変更すること

ができない」という宿命論的な考えは普遍的であると言

われている(Yen, 2013)。Yen & Chen(2010)はこのよ
うな考えが死の不安を抑制する機能があり、台湾にお

ける死の顕現化効果が低下する原因として考えられる

と述べている。上述のように、東アジアにおいても、国

や地域によって生と死に対する考え方に大きな差が存

在することが明らかになっている。 

考察

本稿では主に日本・中華圏を中心に、東アジアにお

ける死の顕現化研究について異なる 3 つの視点から
概観を行ってきた。以下、各々の視点について今後の

展望を示す。 
まず、死の顕現化を操作する方法について検討を行

った。その結果、東アジアにおいても欧米と同様に、自

由記述法と質問紙法によって自分自身の死、つまり個

人的死について想起させる操作は効果的であり、妥当

であることが明らかになっている。また、現実場面に起

こったテロや震災なども死の脅威を高め、死の顕現化

効果を引き出す可能性もみられている。しかし、そうし

た現実場面での事件を想定した場合には、個人的死よ

りも集団的死について想起させることが考えられ、集団

主義的文化背景を持つ東洋人により大きな不安を与え

る可能性が考えられる(Kashima et al., 2004)。今後
の研究ではその可能性について、死の顕現化効果を

個人と集団の死の顕現化操作の観点から比較して確

認することが必要であろう。 
次に、死の顕現化効果、およびTMTが仮定している
不安緩衝装置の有効性について検討を行った。研究

文献を概観した結果、東アジアにおいて、人は死の顕

－ 194－
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現化後、文化的世界観に合致した態度や行動を取る

傾向があることが明らかになり、死の顕現化効果の存

在が概ね検証された。続いて死の恐怖を抑制する不

安緩衝装置の具体的な働きについて注目した。死の

脅威が高まると、当該の文化的世界観への防衛と、他

人との親和欲求の高揚が不安を軽減するために、効果

的な機能を持つことが示されている。しかしその一方、

研究文献の数が少ないため、東アジアにおける自尊

感情の高揚が持つ不安緩衝機能については、まだ疑

問が残されている。今後この点について明らかにする

ため、さらなる検討が必要であろう。 
また、本稿における研究文献を分析した結果から、死

の恐怖に直面する時、不安緩衝装置がどのように機能

するのかは、個人の内的要因や文化的要因によって

決められる可能性が示唆されている。例えば、欧米に

比べ、東アジアにおいては自己の価値を認めるよりは、

他者との良好な関係を構築する事が重視されることが

挙げられる。そのため、死の脅威が高まると、自己高揚

よりも他者との関係性を確認することで死の不安に対

処することが考えられる(小林他, 2014)。したがって、
今後の研究においては、不安緩衝装置を作動させる

優先順位が存在するか否かを探ることにより、TMT に

おける死の不安に対処する心のメカニズムをより深く理

解することが可能になるであろう。 
最後に、本稿は宗教の緩衝機能と東アジアの各国・

地域における死生観の共通点と相違点についてまとめ

た。まず、宗教の緩衝機能は死の顕現化研究を進める

上で重要な意義を持っているにもかかわらず、従来の

研究において具体性を持つ検討は少ない。そのため、

宗教が死の不安を緩和するプロセスについてはまだ

解明されていない。この点を踏まえ、今後は実証研究

を行い、宗教の持つ緩衝機能を詳しく検討することが

必要であろう。次に、東アジアにおける死生観につい

て分析を行った。その結果は以下に 2点に集約された。
第 1に、欧米に比べ、東アジアは仏教的思想と集団主
義的文化背景の影響により、死をより受け入れる態度

を示し、不安を比較的低く感じる可能性が示唆されて

いる。このことは東アジアにおける死の顕現化効果の

低下に繋がる可能性が考えられる(Yen & Chen, 
2010)。そのため、今後、欧米と東アジアにおける比較
研究をすることにより、死生観が死の不安に与える影

響について検討することが必要であろう。第 2に、東ア
ジアにおいても、国や地域によって死に対する態度に

大きな違いがみられている。そのため、今後、各国・地

域の死生観に注目し測定をすることによって、死の不

安を抑制する有効な生活習慣や経験を特定できる可

能性が考えられる。 
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おいて、より具体性を持って検討する必要があると考
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東アジアにおいて死の不安を感じる程度はより低い可

能性が示唆されている。 
次に、東アジア各国・地域における死生観の相違点

について議論する。日本においては、普段の生活の

中でも死を意識しやすい、独特な環境であることが挙

げられる(富塚・藤, 2017)。丸山(2000)の調査によれば、
日本人の7割以上が、墓参りに出かけることを習慣にし

ていることが明らかになっている。また、富塚・藤

(2017)は日本においては、普段から仏壇や墓前に手
を合わせることにより、死という概念に日常的に触れ合

っている可能性があると指摘している。こうした習慣や

経験が日本人の死生観に影響を及ぼしており、死と向

き合うという積極的な態度形成を促進することが考えら

れる。一方で、中華圏においては、死は非日常的なも

のとみられ、死について議論することは不幸を招くとい

う信念(Chinese death belief)を有している人も数多く
存在する。Wong(2012)が香港において行った調査で
は、死の不安は、迷信 (superstitions)と Chinese 
death belief を信じる程度に正の相関がみられている
ことを報告している。つまり、中華圏においては、死を

不吉なものだと見なし、死に対して回避的な態度を示

す傾向が高いことが考えられる。また、台湾において

は、「世の中の出来事は全て、あらかじめそうなるように

定められていて、人間の努力ではそれを変更すること

ができない」という宿命論的な考えは普遍的であると言

われている(Yen, 2013)。Yen & Chen(2010)はこのよ
うな考えが死の不安を抑制する機能があり、台湾にお

ける死の顕現化効果が低下する原因として考えられる

と述べている。上述のように、東アジアにおいても、国

や地域によって生と死に対する考え方に大きな差が存

在することが明らかになっている。 

考察

本稿では主に日本・中華圏を中心に、東アジアにお

ける死の顕現化研究について異なる 3 つの視点から
概観を行ってきた。以下、各々の視点について今後の

展望を示す。 
まず、死の顕現化を操作する方法について検討を行

った。その結果、東アジアにおいても欧米と同様に、自

由記述法と質問紙法によって自分自身の死、つまり個

人的死について想起させる操作は効果的であり、妥当

であることが明らかになっている。また、現実場面に起

こったテロや震災なども死の脅威を高め、死の顕現化

効果を引き出す可能性もみられている。しかし、そうし

た現実場面での事件を想定した場合には、個人的死よ

りも集団的死について想起させることが考えられ、集団

主義的文化背景を持つ東洋人により大きな不安を与え

る可能性が考えられる(Kashima et al., 2004)。今後
の研究ではその可能性について、死の顕現化効果を

個人と集団の死の顕現化操作の観点から比較して確

認することが必要であろう。 
次に、死の顕現化効果、およびTMTが仮定している
不安緩衝装置の有効性について検討を行った。研究

文献を概観した結果、東アジアにおいて、人は死の顕
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